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女性会連盟ニュース 

 ルーテル教会の牧師は神の召命を受けて、

ここ日本ルーテル神学校で学び、全国の教会

で牧会の御業に励まれています。私たち女性

会は、教会に協力して福音の宣教に努力する

大切な働きを期待されております。 

このたび神学校の全面的なご協力を得て、

現代的な課題についても学びを深めることが

できました。個人も団体も主によって結ばれ

ていることを実感し、大いに励まされ、元気

をいただきました。心よりの感謝とともに、

３人の神学生 と 神学校の未来に、主のお導き

が豊かにありますようにお祈りします。 

宣教の一丁目一番地宣教の一丁目一番地宣教の一丁目一番地宣教の一丁目一番地    

                   会長 中原中原中原中原    通江通江通江通江 

主の祝福の器として主の祝福の器として主の祝福の器として主の祝福の器として    

   日本ルーテル神学校 校長 石居石居石居石居    基夫基夫基夫基夫 

今回、女性会連盟からのプロポーズをきっ

かけに、「信徒の生きる教会」をテーマにした

私たち神学校の修養会に交わりのひと時を戴

きました。 

教会は、神様の礼拝によって生かされてい

く信徒の交わりです。そして、具体的な活動

も奉仕も、この信徒の自発的で自由な働きに

よって作り上げられていくものです。女性会

に限らず、信徒の自由な運動体こそがキリス

トの体としての教会を動かしてきました。 

「五つのパンと二匹の魚」のように、一人ひ

とり、個々の教会の力は小さくとも、主が大

きな働きへと祝福し用いられる幸いを、連盟

のお働きに学ぶことができました。 

ただ、時代の移り変わりとともに、信徒、

特に女性の方々の生活は大きく変わってまい

りました。 女性会、壮年会、青年会という旧

来の枠組みを問いつつ、これからの時代に、

どうしたら信徒の一人一人を主の祝福の器と

していくことができるのか。共に考えて参り

たいと感じました。 

ありがとうございました。 
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第 24 期 主題「神の恵みによって共に生きる神の恵みによって共に生きる神の恵みによって共に生きる神の恵みによって共に生きる」 

～喜び、励まし合い、思いを一つにし、平和を求める～～喜び、励まし合い、思いを一つにし、平和を求める～～喜び、励まし合い、思いを一つにし、平和を求める～～喜び、励まし合い、思いを一つにし、平和を求める～    

主題聖句：ローマの信徒への手紙ローマの信徒への手紙ローマの信徒への手紙ローマの信徒への手紙    ６章８節６章８節６章８節６章８節    

発行：日本福音ルーテル教会 女性会連盟   中原通江 
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はじめまして。今年度より非常勤講師とし

てルーテル神学校に出講しております、藤原

佐和子と申します。６月３日、ルーテル学院

大学のチャペルにて『「アジアの女性たちの神

学」が問いかけていること』と題して講演さ

せていただきました。結論から申し上げます

と、私たちが招かれているのは、キリストを

結び目とする「アジアの姉妹たちとの連帯」

です。 

         ＊ 

 私は現在、アジア・キリスト教協議会（CCA）

の常議員をしていますが、実のところ、研究

者としても、まだまだ駆け出しです。 講演会

をきっかけに私が学ばせていただいたのは、

女性会連盟の皆さまがサバ神学校の支援や

ACWC の活動を通して、アジアの姉妹たちと

長きにわたって連帯されてきたことです。 

私は曽祖母、祖母、母から信仰を受け継ぎ、

９歳のクリスマスに田園調布教会で堅信礼を

受けましたが、大きくなるにつれて二つの問

題に直面しました。一つは、キリスト教がマ

イノリティである日本において、女性のクリ

スチャンとして生きることの難しさです。も

う一つは、神様にお仕えする方法は「牧師に

なること」ただ一つだと思い込んでいたこと

です。私にはとてもできないと考えて、キリ

スト教から一生懸命逃げました。 

 

＜一日目＞ ６月３日（月） 

於：日本ルーテル神学校 

午後１時 00 分 ～ 開会礼拝 

  １時 30 分 ～ 講演 藤原佐和子 先生 

３時 00 分 ～ キャンパス・ツアー 

４時 00 分 ～ 神学生とともに 

        女性会連盟の歴史と今 

        DVD 視聴、交わり 

６時 00 分 ～ 会食 

７時 00 分 解散 

＜二日目＞ ６月４日（火） 

於：ルーテル市ヶ谷センター 

午前９時 00 分 ～  

      合同役員会（会議） 

午後３時 00 分 解散 

 

※一日目の講演会は、東教区の皆さん

が多数 足をお運びくださり、50 余

名の参加となりました。感謝！ 

れない」という社会の現実や、私は一応クリ

スチャンなのに「自分のためだけに働いてい

るのかもしれない」ということに、深刻な挫

折を覚えました。そこで、逃げるのはやめよ

う、キリスト教と向き合ってみようと決心

し、京都で二年間だけ神学を学ぶことにしま

した。そこで初めて出会ったのが、二つの問

題意識を共有できる「アジアの女性たちの神

学」です。 

        ＊ 

 講演会では、私が院生時代にタイ北部の女

性たちから学んだ「神様にお仕えする方法

は、賜物によって色々であることが素晴らし

い」ということについてお話ししました（第

一コリント１２章）。ですが、未熟な講演者

にもかかわらず、皆さまが温かく耳を傾けて

下さり、私の方が大きな励ましを頂戴したと

いうのが、本当のところです。 

ありがとうございました。 

講演会に感謝して講演会に感謝して講演会に感謝して講演会に感謝して    ～～～～    女性会連盟の皆さまへ女性会連盟の皆さまへ女性会連盟の皆さまへ女性会連盟の皆さまへ    ～～～～    

日本ルーテル神学校 講師 藤原佐和子藤原佐和子藤原佐和子藤原佐和子 

 

 ですが、広告業界で屈

強な男性たちに混ざっ

て働いているうちに、

「たまたま女性だとい

うだけで、男性と同じだ    

け仕事をしても 評価さ 

合同役員会プログラム合同役員会プログラム合同役員会プログラム合同役員会プログラム    
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 女性会との交流会に参加させていただき、ありがと

うございました。交流会では女性会の歴史と、女性会

を支えてきた方々について、多くのことを教えていた

だき大変勉強になりました。改めてお話を伺って、女

性会が長い歴史とあつい信仰をもって活動されてき

たことがよくわかりました。また、女性神学生や女性

牧師の支援も長年行われているとのことで心強い気

持ちです。 

交流会では活動のよろこびと共に、女性会の置かれ

ている厳しい現状についても伺いました。宣教研修先

であった札幌教会の婦人会の皆さんが困難な状況の

中で前向きに活動を続けられていたことが思い出さ

れます。 

女性会が最も大切にされているのは「つながり」と

のことでした。これから宣教の場に遣わされていく私

ですが、つながりを大切に生き生きと働かれている女

性会の皆さまの姿を見習って、がんばってまいりたい

と思います。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

日本ルーテル神学校４年 森下森下森下森下    真帆真帆真帆真帆 

神学生の皆さんから神学生の皆さんから神学生の皆さんから神学生の皆さんから    

 神学校一年生の笠井春子です。女性会連盟の

働きに感謝します。 

神学校での女性会の方々との交流会では、女

性会連盟の成り立ちや、活動形態、現在の働き

などを学びました。私は女性会連盟について全

く無知でしたが、女性会の方々に丁寧に教えて

いただき本当に勉強になりました。 

印象深かったのは、女性会連盟の成り立ちに

ついてのビデオを拝見した際に知った、日本で

最初の女性牧師のことでした。 

神様からの召命を受け、女性である私も当た

り前のように神学校へ入学し、牧師を志す身と

なっています。 

しかし、女性が牧師になることを妨げるもの

がなくなるまでには、最初の女性牧師の決意や

覚悟、多くの女性の働きがあって、ようやく成

立していったものなのだと改めて学びました。 

短い時間でしたが、多くのことを教えていた

だき、ありがとうございました。 

このたびは、女性会連盟の皆さんとの交流

の機会を設けていただき、誠にありがとうご

ざいました。女性会連盟の成り立ちや現在の

取り組みについての映像を拝見し、長い歴史

の中で時代に合わせた変化を遂げながら、ル

ーテル教会の女性たちがいかに大きなお働

きを担ってこられたかということを知るこ

とができました。 

私の前職が大学職員で、海外留学や就職支

援を通して大学生と関わっていたこともあ

り、女性会連盟の海外支援や未来を担う若い

世代への支援については特に興味深くお話

を聴かせていただきました。全国の女性会が

つながりを絶やさず、昔から受け継いできた

恵みを若い世代にも引き継いでいくことが

これからの教会を盛り上げる大きな力にな

るのだと思います。 

女性会連盟の皆さんのお働きに感謝し、今

後の更なる発展を心よりお祈り申し上げま

す。 

日本ルーテル神学校１年 笠井笠井笠井笠井    春子春子春子春子 日本ルーテル神学校１年 三浦三浦三浦三浦    慎里子慎里子慎里子慎里子

引き継ぐ恵み引き継ぐ恵み引き継ぐ恵み引き継ぐ恵み    

つながりを大切につながりを大切につながりを大切につながりを大切に    

交流会での学び交流会での学び交流会での学び交流会での学び    
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◇各教区の報告(状況)と課題 

 ・女性会を休会しましょうと言われた。 

・教区３分の１が休会している。（東、九州） 

   理由 連盟とつながることが負担!? 

      役員をしたくない。 

   →役員を受けることは神様への応答と

受け取ることが出来ると良いと思う。 

 ・「会報のみ」の人が増えている。 

   →連盟とつながりを持とうとしている。 

 ・ご高齢の方への訪問をしている。 

   →信仰継承は、子どもに限らず、同世代

の友達へ…と考えても良いと牧師に

言われた。顔と顔の見える関係も大事

ではと思っている。 

 ・老人ホーム等のボランティアをしている

方々にスピーチをしていただいた。女性会

員のボランティア活動を通して身近に出

来ることをお伝えくださった。 

 ・TNG への献金の集め方（アイデア） 

「こどもの日」近くに、教会で覚えて献

金をしてもらうと、ご協力いただける。 

◇総･大会について（下記の囲みを参照） 

 ・日程について、連盟会長より発表。 

・九州教区の会長より 

会場が決定した。 

宿泊は、各自で確保していただきたい。 

 ・議案（第 24 回総会からの持越し議案） 

   〇会則の変更について（北海道の件） 

    →内規で対応していきたい。 

     文言を検討。 

   〇正議員数について 

 ・その他 

   教区の新会長さんが集まり、顔合わせ 

   をする時間を作って欲しい。 

◇ホームページについて 

 ・掲載の英文会報について 

   活用につながるようにしていくべき。 

 ・掲載の会報について 

   今期を含め３期分とする。 

   掲載ページは、期の役員で決める。 

◇サバ訪問について 

  10 月に有志５名ほどで訪問予定(自費)。 

  神学生１名を招待し、お連れする。 

（神学生の旅費は、連盟が負担。） 

  「支援から交流」となることを願いつつ。 

日本福音ルーテル教会 女性会連盟 

第２５回 総･大会 

日 時：2021202120212021 年６月８日年６月８日年６月８日年６月８日((((火火火火)))) 13：30 開会礼拝 

 

         ６月６月６月６月９日９日９日９日((((水水水水)))) 15：00 終了 

開催場所：熊本テルサ熊本テルサ熊本テルサ熊本テルサ  ※宿泊は、各自で確保ください。 

決まりました！決まりました！決まりました！決まりました！    

～～～～    


